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(百万円未満切捨て)

１．平成29年５月期第１四半期の業績（平成28年６月１日～平成28年８月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年５月期第１四半期 1,421 8.9 136 1.6 135 1.7 93 6.2

28年５月期第１四半期 1,304 34.4 134 226.6 133 247.1 87 281.0
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年５月期第１四半期 68.66 －

28年５月期第１四半期 64.62 －
　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年５月期第１四半期 3,172 2,000 63.0

28年５月期 3,131 1,968 62.8

(参考) 自己資本 29年５月期第１四半期 2,000百万円 28年５月期 1,968百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年５月期 － 0.00 － 45.00 45.00

29年５月期 －

29年５月期(予想) 0.00 － 45.00 45.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

３．平成29年５月期の業績予想（平成28年６月１日～平成29年５月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,845 2.8 235 △21.4 235 △20.9 160 △17.1 118.28

通期 5,735 6.7 466 △11.3 467 △10.8 317 △10.6 234.44

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年５月期１Ｑ 1,356,200株 28年５月期 1,356,200株

② 期末自己株式数 29年５月期１Ｑ 173株 28年５月期 173株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年５月期１Ｑ 1,356,027株 28年５月期１Ｑ 1,356,073株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．
当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、中国や新興国等の海外経済の減速及び円高により輸出が横ばいと

なっているものの、雇用環境の改善等を背景に個人消費が堅調に推移していることから、緩やかながら回復傾向に

あります。

当社が属する不動産業界におきまして、平成28年８月に公表された国土交通省の調査「主要都市の高度利用地地

価動向報告」によれば、平成28年第２四半期（平成28年４月１日～平成28年７月１日）の主要都市・高度利用地100

地区の地価動向は、平成28年第１四半期（平成28年１月１日～平成28年４月１日）に比べ、９割近い88地区が上昇

しました。

また、当社の主力事業である中古住宅の売買の成約件数については、公益社団法人西日本不動産流通機構（西日

本レインズ）に登録されている物件情報の集計結果である「市況動向データ」（平成28年９月公表）によると、中

古戸建住宅の成約状況は、中国地方が６月～８月累計で前年同四半期比4.7％減となりました。九州地方においても

６月～８月累計で同11.6％減となりました。

このような環境の中、当社は、営業戦略上の拠点として、あるいは人材採用の拠点として平成28年６月に福岡支

社（福岡県福岡市博多区）を開設しました。また、今後の事業拡大を図るうえで人材の確保と従業員の定着が重要

であるとの認識から新人事制度を平成28年６月から導入いたしました。

この結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,421,069千円（前年同四半期比8.9％増）となりましたが、新人事

制度の導入に伴う人件費等の増加により販売費及び一般管理費が増加したため、営業利益は136,659千円（同1.6％

増）、経常利益は135,823千円（同1.7％増）、四半期純利益は93,107千円（同6.2％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①不動産売買事業

自社不動産売買事業については、市街地の分譲を手掛けたほか、中古住宅の仕入の対象を既存の営業エリアか

ら周辺地域にまで広げて積極的に行いました。また、自社のウェブサイトの内容を一新して、集客効果を高めま

した。これらにより、自社不動産の販売件数は前年同四半期比12件増の92件となりました。不動産売買仲介事業

については、訪問件数を管理して地元の同業他社との接触回数の増加を図りましたが、売買仲介件数が前年同四

半期を下回ったことにより、売買仲介手数料は前年同四半期を下回りました。

これらの結果、不動産売買事業の売上高は1,338,542千円（前年同四半期比10.0％増）、営業利益は205,411千

円（同6.7％増）となりました。

②不動産賃貸事業

不動産賃貸仲介事業については、仲介件数が前年同四半期に比べて横ばいだったものの、平均単価の上昇によ

り、賃貸仲介手数料は前年同四半期を上回りました。しかし受取手数料が減少したことから、全体として売上高

は前年同四半期を下回りました。不動産管理受託事業については、管理物件の受託件数の受入増加を図ったこと

により、管理受託件数が増加したほか、請負工事高も増加したことにより、売上高は前年同四半期を上回りまし

た。自社不動産賃貸事業については、自社不動産の一部を賃貸事業目的から販売目的に保有目的を変更したこと

により、売上高は前年同四半期を下回りました。

これらの結果、不動産賃貸事業の売上高は30,805千円（前年同四半期比0.5％減）、営業利益は5,299千円（同

27.4％減）となりました。

③不動産関連事業

リフォーム事業については、請負工事件数の減少により、請負工事高が前年同四半期を下回ったことから、売

上高は前年同四半期を下回りました。保険代理店事業については、前年同四半期に制度変更に伴う駆け込み需要

が発生した反動から、売上高は前年同四半期を下回りました。ネットショッピング事業については、販売チャネ

ルを拡充したことにより、売上高は前年同四半期を上回りました。
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これらの結果、不動産関連事業の売上高は21,701千円（前年同四半期比37.9％減）、営業利益は687千円（同

93.3％減）となりました。

④その他事業

介護福祉事業については、シルバーリフォームの請負工事件数の減少により、請負工事高が前年同四半期を下

回りましたが、介護用品等の物品販売が前年同四半期を上回ったことから、売上高は前年同四半期を上回りまし

た。

これらの結果、その他事業の売上高は30,020千円（前年同四半期比38.9％増）、営業利益は968千円（同360.2

％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

当第１四半期会計期間末の総資産合計は3,172,946千円となり、前事業年度末に比べて41,588千円増加しまし

た。流動資産は2,694,622千円となり、前事業年度末に比べて17,756千円増加しました。これは主として、自社不

動産売買事業の販売用不動産を積極的に仕入れたことから、販売用不動産が169,379千円増加したことによるもの

であります。固定資産は478,324千円となり、前事業年度末に比べて23,831千円増加しました。これは主として、

福岡支社の開設等により建物が11,221千円増加したことによるものであります。

②負債

当第１四半期会計期間末の負債合計は1,172,782千円となり、前事業年度末に比べて9,467千円増加しました。

流動負債は798,455千円となり、前事業年度末に比べて65,708千円増加しました。これは主として、短期借入金が

148,641千円増加したことによるものであります。固定負債は374,326千円となり、前事業年度に比べて56,240千

円減少しました。これは主として、長期借入金が62,797千円減少したことによるものであります。

③純資産

当第１四半期会計期間末の純資産合計は2,000,164千円となり、前事業年度末に比べて32,120千円増加しまし

た。これは主として、配当金の支払61,021千円があったものの、四半期純利益93,107千円を計上したことによる

ものであります。

　以上の結果、自己資本比率は、前事業年度末の62.8％から63.0％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当事業年度（平成29年５月期）の業績予想につきましては、平成28年７月11日の「平成28年５月期決算短信」

で公表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成28年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 519,992 363,603

売掛金 27,404 25,960

販売用不動産 1,352,991 1,522,370

仕掛販売用不動産等 693,949 709,226

商品 4,359 2,959

貯蔵品 3,021 3,533

その他 75,317 67,240

貸倒引当金 △170 △272

流動資産合計 2,676,865 2,694,622

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 151,660 162,881

土地 178,976 183,666

その他（純額） 24,422 22,750

有形固定資産合計 355,059 369,298

無形固定資産 6,790 16,143

投資その他の資産

投資その他の資産 93,419 93,605

貸倒引当金 △775 △722

投資その他の資産合計 92,643 92,882

固定資産合計 454,492 478,324

資産合計 3,131,358 3,172,946
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成28年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 110,791 106,346

短期借入金 281,946 430,587

未払法人税等 96,258 35,251

賞与引当金 － 14,603

完成工事補償引当金 3,600 4,600

その他 240,151 207,067

流動負債合計 732,746 798,455

固定負債

長期借入金 345,759 282,962

資産除去債務 63,280 67,136

その他 21,528 24,228

固定負債合計 430,567 374,326

負債合計 1,163,314 1,172,782

純資産の部

株主資本

資本金 302,889 302,889

資本剰余金 258,039 258,039

利益剰余金 1,404,863 1,436,949

自己株式 △254 △254

株主資本合計 1,965,537 1,997,623

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,506 2,540

評価・換算差額等合計 2,506 2,540

純資産合計 1,968,043 2,000,164

負債純資産合計 3,131,358 3,172,946
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成28年８月31日)

売上高 1,304,755 1,421,069

売上原価 864,395 955,194

売上総利益 440,360 465,875

販売費及び一般管理費 305,858 329,216

営業利益 134,501 136,659

営業外収益

受取利息 42 21

受取配当金 425 421

その他 911 413

営業外収益合計 1,379 855

営業外費用

支払利息 2,007 1,377

その他 372 314

営業外費用合計 2,380 1,691

経常利益 133,500 135,823

税引前四半期純利益 133,500 135,823

法人税、住民税及び事業税 23,698 31,841

法人税等調整額 22,167 10,874

法人税等合計 45,866 42,716

四半期純利益 87,634 93,107

決算短信（宝印刷） 2016年10月11日 13時11分 9ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社東武住販(3297) 平成29年５月期 第１四半期決算短信

― 8 ―

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2016年10月11日 13時11分 11ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社東武住販(3297) 平成29年５月期 第１四半期決算短信

― 10 ―

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成27年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
損益計算書
計上額
(注)３

不動産
売買事業

不動産
賃貸事業

不動産
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,217,245 30,975 34,919 1,283,140 21,614 1,304,755 ― 1,304,755

セグメント利益 192,591 7,301 10,211 210,105 210 210,315 △75,814 134,501

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護福祉事業であります。

２．調整額の内容は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△75,814千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

当第１四半期累計期間において、賃貸事業目的から販売目的に保有目的を変更したことにより、有形固定資産の

一部を販売用不動産に振り替えております。これにより、「不動産売買事業」セグメントの資産が62,582千円増加

し、「不動産賃貸事業」セグメントの資産が同額減少しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第１四半期累計期間(自 平成28年６月１日 至 平成28年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
損益計算書
計上額
(注)３

不動産
売買事業

不動産
賃貸事業

不動産
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,338,542 30,805 21,701 1,391,049 30,020 1,421,069 ― 1,421,069

セグメント利益 205,411 5,299 687 211,398 968 212,367 △75,708 136,659

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護福祉事業であります。

２．調整額の内容は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△75,708千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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